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項 目 要  約 

１．研究の概要 原子力プラントの地盤－建屋－設備機器－安全系－人間システム全

体系を各分野領域横断的に取り扱い、全体系および各部の要求性能を明

確化した後、それに係るクリフエッジを特定・定量化し、これらを回避

する技術を開発することを目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）地震時プラントの要求性能の分類と整理

２）原子力プラントの地震時挙動とクリフエッジ回避技術の開発

３）既存プラントの安全性向上のための実施案

２．総合評価 
Ａ

・地震時の物理的及び知識起因のクリフエッジ回避に免震化が有効であ

るという成果が得られたことが評価できる。 

・安全性向上の評価に人間のファクターを取り入れたことは評価でき

る。広く「安全工学」への波及効果等を得るためには、今後、新たな

提案の一つである「人間システム」の十分な取り込み等を進める必要

がある。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


